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平成29年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告書

平成29年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算審査意見書

区　分 実質公債費
比　率

将来負担
比　率

29年度決算健全化
判断比率 10.7 ̶

28年度決算健全化
判断比率 11.0 ̶

（早期健全化基準） （25.0） （350.0）

（財政再建基準） （35.0） ̶

■実質公債費比率
町の標準財政規模に占める借金返済額を示す比率。18％を超えると、起債（借金）の際
に知事の許可が必要となり、25％を超えると早期健全化が求められる団体となる。
■将来負担比率
市町村が将来返済しなければならない負債の標準財政規模に対する割合を示した率。
350％を超えると早期健全化が求められる団体となる。

審査意見書
　平成29年度決算に基づく健全化判断
比率及び資金不足比率ともに、現状で
は基準値内で推移しており、特に指摘
する事項はないが、今後、合併算定替
の特例が段階的に終了し交付税の減少、
景気低迷による町税等自主財源の減収
も見込まれるなか、厳しい財政運営を
強いられるが、引き続き健全な財政運
営が図られるよう努力されたい。
 大崎上島町監査委員

※将来負担額より充当可能財源等が多い場合は「－」を記載している。

　平成30年８月16日から８月22日まで、５日間にわたり平成29年度大崎上島町一般会計決算、各特
別会計決算及び関係書類等について審査しました。
○決算の結果および意見
（要旨）
　審査に付された一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書は、関係法令に準拠して作成されてお
り、その計数は関係諸帳簿その他証書類と照合した結果誤りのないものと認めた。また、予算の執
行及び関連する事務の処理は、適正に行われているものと認めた。
　長期滞納案件の回収整理については、成果を上げている公債権の取組をさらに進める一方で、私
債権の回収、整理の仕組みを早期に整備し成果を求めると共に業務の効率化を進めて下さい。
　組織運営においては、債権回収、災害対応、施設の運営管理、観光事業等と業務が多岐にわたっ
て展開されている中で、確かな成果を納めて行くためには広く濃密な情報力、専門知識、手法、迅
速な対応力、折衝調整能力、そして豊かな経験が求められます。専門知識、ノウハウを蓄積し、発
揮することが可能となる人材の採用と育成、そして、配置と活用の仕組みを工夫、改革し、いわゆ
る「プロの仕事」を実現し、事業効果の最大化と効率化を追求して下さい。
　財政運営においては、学習交流センター建設や排水機場等インフラの整備など今年度増加した投
資的経費は、次年度も定住促進住宅建設事業等々に積極運用が計画されている中で、西日本豪雨災
害の発生により町民の生命、生活を守る災害対応事業、復旧事業など財政需要は更に増加していま
す。増大する財政需要への対応は、補助金、交付金を適宜、適切に導入、活用することは無論の事
として、一方で既存事業、プロジェクトについて、その在り様を、或いは存在自体について再検討、
再構築を果敢に行い低コスト化、効率化を進め、歳出削減を実現しながら財源として行く事「既存
財源の再配分」が望まれます。限りのある財源を適宜柔軟に伸縮した配分を行い、より健全な財政
運営に努めて下さい。

　以上を決算審査意見書とする。
大崎上島町監査委員　　　澤田　武義
　　　　　　　　　　　　道林　清隆
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平成29年度水道事業会計決算審査意見書
　平成30年８月16日から８月22日まで、５日間にわたり平成29年度大崎上島町水道事業会計
決算及び関係書類等について審査しました。
○決算の結果および意見
（要旨）
　審査に付された水道事業会計決算書は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は
関係諸帳簿その他証書類と照合した結果誤りのないものと認めた。また、予算の執行及び関
連する事務の処理は、適正に行われているものと認めた。
　料金収入となる有収水量は昨年度より増加しているが、有収率は85.5％と前年度と同じと
なっている。有収率が県内の平均より8.7ポイント低くなっており、原因を精査し、漏水調査
とともに老朽化等の計画的な更新を進め、有収率の向上に努めて下さい。
　水道事業の状況は、人口の減少、施設の老朽化等はあるが、水道事業に移行する際に策定
した水道施設の最適化計画により、既存施設の統廃合を計画的に進め、効率的・経済的な水
道事業の安定経営を目指して下さい。
　また、合併後水道料金の見直しは行われておらず、収支改善のためにも受益者負担と町か
らの補助金のあり方等を検証し、料金制度の調査・検討が望まれます。
　滞納水道料金については、長期にわたり高額となっている案件については、債権確保対策
委員会で弁護士等の専門家の意見も聞きながら早急に対策を立て取り組んで下さい。
　水道は、町民生活に重要なインフラであり、安心・安全に安定的に供給できるよう体制を
構築し、経営基盤の強化と健全経営に努めて下さい。

　以上を決算審査意見書とする。
大崎上島町監査委員　　　澤田　武義
　　　　　　　　　　　　道林　清隆

お 知 ら せ
○ 本庁・各支所ロビーのテレビまたはインターネット
で議会生中継がご覧いただけます。

※ インターネットをご利用の場合は、ホームページの
注目記事「○○議会ただいま生放送中」をクリック
していただければご覧いただけます。
※ 録画の視聴は町議会メニューの議会録画中継配信で
ご覧いただけます。
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決まった主なこと
○ 大崎上島町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に
関する条例の一部を改正する条例

○大崎上島町上下水道事業経営審議会条例

○大崎上島町過疎地域自立促進計画の一部変更

○平成30年度大崎上島町一般会計補正予算（第６号）

○ 平成30年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計ほか６特別会計
補正予算

○ 財産の取得（小型動力ポンプ付普通積載車購入・町立学校校務用
コンピュータ購入）

○大崎上島町議会議員定数条例の一部を改正する条例（議員発議）

○地方財政の充実・強化を求める意見書

　大崎上島町議会は、平成30年第３回定例会を９月19日～25日の５日間開会した。
　６人の議員の一般質問に始まり、13件の議案、１件の報告を審議し、可決およ
び承認した。なお、平成29年度大崎上島町一般会計、特別会計の歳入歳出決算認
定および水道事業会計決算認定については決算特別委員会に付託した。
　また、次回一般選挙からの定数削減の発議があり、賛成多数で可決した。

第３回定例会（９月議会）

○専決した事件の承認（２件）
○大崎上島町一般会計補正予算（第５号）

第４回臨時会（８月31日）
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6 人の議員が10項目を質問

質
問
（
森
若
議
員
）

　

先
日
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
、

盛
谷
川
に
大
量
の
土
砂
が
流
入

し
下
流
に
堆
積
し
た
。
そ
の
一

部
は
撤
去
し
た
が
、
ま
だ
多
く

の
土
砂
が
残
っ
て
い
る
。

　

今
の
状
態
で
こ
れ
か
ら
の
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
新
た
な
土

砂
が
流
入
す
る
と
、
川
沿
い
の

民
家
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

事
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
の
土

砂
を
撤
去
す
る
事
を
考
え
て
い

る
の
か
を
伺
う
。
行
政
は
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
事
が
何

よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
思
う
の

で
、
早
く
撤
去
さ
れ
る
事
を
要

望
す
る
。

　

仮
に
撤
去
が
遅
れ
、
川
沿
い

の
民
家
に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

半
分
は
人
災
だ
と
思
う
が
こ
の

点
に
つ
い
て
も
伺
う
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

危
険
な
堆
積
土
砂
、
水
利
を

妨
げ
る
土
砂
に
つ
い
て
は
現
在

撤
去
し
て
い
る
。
盛
谷
川
の
場

合
も
来
年
の
６
月
終
わ
り
か
ら

７
月
に
か
け
て
、
遅
く
と
も
盆

ま
で
に
は
撤
去
す
る
。

問
大
串
定
住
促
進
住
宅
の
不
足
分
は

答
新
た
な
住
宅
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る

問

河
川
の
堆
積
土
砂

撤
去
は

答

撤
去
す
る

質
問
（
森
若
議
員
）

　

こ
の
た
び
約
８
億
２
０
０
０

万
円
余
り
で
、
大
串
定
住
促
進

住
宅
を
建
設
し
て
い
る
。
来
年

４
月
に
新
学
校
が
開
校
し
た
時

に
は
、
生
徒
数
40
名
・
教
職
員

27
名
で
ス
タ
ー
ト
。
全
学
年
が

揃
う
平
成
36
年
に
は
、
生
徒
数

３
０
０
名
、
教
職
員
58
名
に
な

る
。
す
る
と
今
の
定
住
促
進
住

宅
の
数
で
は
到
底
受
け
入
れ
る

事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の

場
合
に
は
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
措
置
を
取
る
の
か
を
伺
う
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

現
在
、
世
帯
用
５
戸
・
単
身

用
13
戸
に
入
居
希
望
が
あ
る
平

成
36
年
に
は
今
の
数
で
は
不
足

す
る
の
で
、
新
た
な
住
宅
を
整

備
す
る
事
を
検
討
し
て
い
る
。

場
所
は
確
定
で
は
な
い
が
、
現

時
点
で
は
白
水
区
の
旧
教
職
員

住
宅
及
び
町
営
住
宅
跡
地
等
を

候
補
地
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

堆積した土砂

建設が進む住宅

森
もり

若
わか

　巌
いわお

 議員
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一　般　質　問

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

７
月
の
西
日
本
豪
雨
災

害
で
は
愛
媛
県
の
三
善
地

区
で
80
世
帯
浸
水
す
る
被

害
を
受
け
た
が
、
奇
跡
的

に
も
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
。
誰
が
誰
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
か
を
決
め
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
。

　

こ
の
一
帯
は
過
去
に
何

度
も
水
害
に
遭
っ
て
お
り
、

２
０
０
６
年
に
県
内
で
い

ち
早
く
自
主
防
災
計
画
を

策
定
、
住
民
は
目
の
付
く

と
こ
ろ
へ
避
難
マ
ッ
プ
を

張
り
避
難
場
所
ま
で
の
順

路
や
、
避
難
の
難
し
そ
う

な
高
齢
者
等
の
自
宅
を
記
入
し

て
お
り
、
名
前
や
性
別
、
持
病

や
服
薬
等
を
記
入
し
た
カ
ー
ド

を
持
ち
避
難
時
に
携
帯
す
る
と

い
っ
た
避
難
生
活
を
想
定
し
て

い
た
。

　

大
崎
上
島
町
で
も
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

災
害
に
備
え
る
と
言
う
計
画
を

し
て
い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
今
回
の
大

雨
時
の
避
難
は
区
任
せ
の
避
難

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
避

難
に
関
し
て
改
善
点
・
要
望
な

ど
は
聞
い
て
い
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
数
多
く
の
ポ
ン
プ

場
が
あ
る
が
機
能
し
て
い
る
の

か
、
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

平
成
23
年
度
に
町
と
町
内
各

区
と
の
間
で
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
制
度
に
関
す
る
協
定

書
を
締
結
し
、
要
援
護
者
台
帳

等
を
作
成
し
関
係
部
分
を
各
区

に
提
供
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に

区
で
要
援
護
者
へ
情
報
伝
達
・

避
難
支
援
・
安
否
確
認
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
だ
、
完
全
で
は
な
い
た
め
、

区
長
・
区
民
の
方
の
意
見
・
協

力
を
も
と
に
個
別
計
画
を
作
成

す
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
、
今
回
の

豪
雨
災
害
を
教
訓
に
区
か
ら
の

自
主
避
難
の
情
報
提
供
を
も
と

に
職
員
が
避
難
所
に
赴
き
、
情

報
収
集
し
職
員
派
遣
が
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
体
制
の
見
直
し

を
行
う
。

　

ポ
ン
プ
所
、
樋
門
管
理
に
つ

い
て
は
停
電
に
よ
り
２
箇
所
、

水
位
上
昇
に
よ
り
ポ
ン
プ
が
１

箇
所
停
止
し
た
。
他
の
ポ
ン
プ

は
平
常
通
り
運
転
し
た
。
樋
門

管
理
も
担
当
課
と
管
理
受
託
者

が
連
携
し
適
切
に
対
応
し
た
。

上
うえ

青
あお

木
き

 至
いたる

 議員

問
高
齢
者
・
障
が
い
者

計
画
作
成
は

答
有
効
利
用
で
き
る
個
別

計
画
を
作
成
す
る

笹ヶ浜の樋門

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

６
月
定
例
会
で
早
急
な
対
応

す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
、
造
船

所
跡
地
の
ご
み
置
き
場
に
つ
い

て
全
く
処
理
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
弁
（
保
健
衛
生
課
長
）

　

適
正
な
対
応
を
す
る
よ
う
申

し
入
れ
て
い
る
。
土
地
所
有
者

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
廃
棄
物
で

は
な
く
商
品
と
言
う
回
答
。

問
造
船
所
跡
地
の
ご
み

置
き
場
処
理
は

答

適
正
な
管
理
を

申
し
入
れ
し
て
い
る

問
叡
智
学
園
建
設
に
お
け
る

町
費
負
担
は

答

約
15
億
円
を
見
込
む

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

叡
智
学
園
建
設
に
お
け
る
町
費

負
担
に
つ
い
て
町
が
負
担
し
た
工
事

名
と
金
額
、
ま
た
、
今
後
の
負
担
箇

所
お
よ
び
工
事
名
と
金
額
を
聞
く
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

実
施
済
み
事
業
は
「
大
串
干

拓
有
効
活
用
の
た
め
事
業
１
億

９
，
９
２
０
万
円
」「
普
通
河
川

浜
谷
川
河
川
改
修
工
事
２
億
６

１
４
３
万
円
」「
大
串
干
拓
地
載

荷
盛
土
工
事
３
，
８
３
８
万
円
」

事
業
費
計
４
億
９
，
９
０
２
万

円
こ
れ
に
、
各
種
測
量
、
設
計

業
務
等
の
委
託
料
６
千
万
円
を

加
え
５
億
５
，
９
０
５
万
円

　

９
月
補
正
後
発
注
予
定
「
載

荷
盛
土
撤
去
工
事
１
，
１
１
２

万
円
」「
大
串
ヘ
リ
ポ
ー
ト
防

風
壁
設
置
工
事
８
８
８
万
円
」

を
加
え
る
と
５
億
７
，
９
０
６

万
円
と
な
る
見
込
み
。

　

生
活
基
盤
事
業
と
し
て
「
水

道
施
設
整
備
事
業
１
，
５
１
３

万
円
」「
下
水
道
施
設
整
備
事

業
４
，
４
７
３
万
円
」
設
計
業

務
等
の
委
託
料
２
千
万
円
を
加

え
８
千
万
円

　

大
崎
定
住
促
進
住
宅
の
事
業

費
等
を
含
め
８
億
２
千
万
円

で
、
事
業
費
総
合
計
画
は
約
15

億
円
と
な
る
予
定
。
財
源
と
し

て
、
過
疎
債
、
合
併
特
例
債
等

の
町
債
９
億
８
，
４
５
５
万
円

を
借
り
入
れ
、
こ
れ
に
対
し
６

億
７
，
８
８
２
万
円
が
普
通
交

付
税
に
算
入
さ
れ
る
見
込
み
の

た
め
、
町
の
実
質
負
担
額
は
８
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億
１
４
８
万
円
と
な
る
見

込
み
。
国
勢
調
査
人
数
に

生
徒
・
職
員
が
増
え
る
た

め
普
通
交
付
税
が
増
え
る
。

実
質
町
負
担
額
８
億
１
４

８
万
円
は
平
成
46
年
で
回

収
見
込
み
。

H30.10.3 現在 問
行
政
懇
談
会
の
開
催
は

答
１
月
中
に
は
終
了
す
る

質
問
（
上
青
木
議
員
）

　

行
政
懇
談
会
を
11
月
ま

で
に
終
わ
ら
せ
る
と
発
言
さ

れ
た
が
、
残
り
３
か
月
で
全

区
回
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
副
町
長
）

　

豪
雨
災
害
が
あ
り
約
２

か
月
遅
れ
と
は
な
る
が
、

１
月
中
に
は
行
政
懇
談
会

を
終
了
さ
せ
る
。

質
問
（
水
橋
議
員
）

　

今
回
の
豪
雨
災
害
を
振
り
返

り
、
反
省
す
る
部
分
は
、
し
っ

か
り
対
策
し
安
全
な
街
づ
く
り

に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
災
害
対
応

で
反
省
点
と
そ
の
対
策
案
は
。

ま
た
、
今
回
の
災
害
対
応
で
良

か
っ
た
点
と
そ
の
理
由
は
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

反
省
点
と
し
て
、
豪
雨
の
被

害
に
よ
り
各
ポ
ン
プ
場
で
、
ポ

ン
プ
運
転
が
出
来
ず
排
水
で
き

な
く
な
っ
た
排
水
場
が
あ
っ
た
。

　

対
策
と
し
て
、
非
常
用
発
電

機
を
備
え
た
電
動
式
動
力
に
更

新
や
制
御
盤
の
設
置
高
を
上
げ

る
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
災
害
対
応
の
情
報
収

集
、
他
部
署
へ
の
増
員
・
応
援

に
時
間
を
要
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
組
織
運
用
の
見
直
し
を
行

い
、
非
常
態
勢
時
に
は
原
則
全

職
員
を
本
庁
に
召
集
・
配
備
し

町
民
が
災
害
時
に
お
い
て
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
新
た
に
災
害
時
保
健
福

祉
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

　

被
災
地
区
の
消
防
団
員
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
事
象
が

多
々
あ
っ
た
た
め
、
管
轄
区
域

の
枠
を
超
え
た
相
互
の
応
援
が

可
能
と
な
る
体
制
構
築
を
図
る
。

　

良
か
っ
た
点
と
し
て
、
災
害

備
蓄
品
を
平
成
27
年
度
よ
り
計

画
的
に
購
入
し
て
い
た
た
め
、

被
災
者
へ
の
飲
食
物
の
提
供
等

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。
今
後

も
非
常
食
な
ど
必
要
な
物
資
を

計
画
的
に
購
入
す
る
。

　

早
期
の
避
難
準
備
情
報
、
避

難
勧
告
、
避
難
指
示
等
を
発
令

し
住
民
に
周
知
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
人
的
被
害
が
な
か
っ

た
こ
と
。

　

今
回
の
災
害
に
よ
り
過
去
に

例
の
な
い
多
く
の
こ
と
を
経
験

し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
せ
る

よ
う
施
設
の
整
備
、
組
織
の
見

直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
に

努
め
る
。

再
質
問
（
水
橋
議
員
）

①
周
知
方
法
と
し
て
防
災
無
線

が
雨
音
等
で
聞
こ
え
づ
ら
く

メ
ー
ル
配
信
も
活
用
し
て
は
。

②
町
と
外
部
機
関
間
で
連
絡
が

取
り
づ
ら
か
っ
た
と
言
う
話
を

聞
い
た
が
ど
う
か
。

③
災
害
復
旧
に
あ
た
り
歩
道
等

に
土
砂
が
残
っ
て
い
る
部
分
が

あ
る
が
、
対
応
で
き
な
い
か
。

④
被
災
者
支
援
策
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
方
知
ら
な
い
方
の

差
が
出
な
い
よ
う
、
わ
か
り
や

す
い
対
応
周
知
は
で
き
な
い
か
。

⑤
役
場
職
員
が
昼
夜
を
問
わ
ず

一
生
懸
命
動
い
て
く
れ
た
。

⑥
断
水
が
な
か
っ
た
。

答
弁（
総
務
企
画
課
長
、建
設
課
長
）

①
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

各
携
帯
電
話
事
業
者
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
を
し
て
お
り
、
今
後
基

準
を
定
め
活
用
し
て
い
く
。

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
中
国
電
力
と
緊
急

通
報
の
連
絡
網
が
あ
る
が
、
一

時
的
に
町
内
の
固
定
電
話
が
不

通
と
な
り
連
絡
手
段
が
途
絶
え

た
が
、
携
帯
電
話
で
の
連
絡
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
ス

ム
ー
ズ
に
情
報
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

③
災
害
対
応
に
関
し
て
維
持
管

理
委
託
業
者
の
壁
は
考
え
ず
他

の
業
者
に
も
で
き
る
だ
け
お
願

い
し
て
対
応
を
進
め
て
い
る
。

年
内
に
片
づ
け
る
目
途
で
の
対

応
を
し
て
い
る
。

④
チ
ラ
シ
等
で
周
知
を
行
う
。

ま
た
、
各
担
当
課
で
個
別
相
談

を
行
う
。

⑥
中
国
電
力
発
電
所
誘
致
に
伴

い
、
従
来
の
安
芸
灘
ル
ー
ト
と

は
別
に
竹
原
ル
ー
ト
が
つ
な

が
っ
て
お
り
、
今
回
の
災
害
で

断
水
し
な
か
っ
た
。

　

今
後
も
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
に
向
け
て
で
き
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問
（
水
橋
議
員
）

　

断
水
に
関
し
て
、
町
の
企
業

誘
致
の
成
功
例
と
し
て
も
良
い

点
だ
と
思
う
。
今
後
も
学
校
誘

致
の
よ
う
に
活
力
の
あ
る
島
の

ア
ピ
ー
ル
や
、
企
業
誘
致
を
通

じ
た
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
みず

橋
はし

 直
なお

行
ゆき

 議員

問
災
害
対
応
で
の
問
題
点
は

答
排
水
ポ
ン
プ
起
動
不
良
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前
まえ

田
だ

　太
ふとし

　議員

問
倒
壊
危
険
家
屋
の
所
有
者
の
認
識
は

答
多
く
は
現
状
を
理
解
し
て
い
る

質
問
（
前
田
議
員
）

　

町
の
努
力
も
あ
り
、
倒

壊
危
険
家
屋
対
策
も
効
果

が
見
え
る
が
、
あ
る
物
件

の
所
有
者
か
ら
取
り
壊
す

方
向
で
あ
る
と
の
回
答
を

得
て
か
ら
、
随
分
時
間
が

経
過
す
る
が
何
も
な
さ
れ

て
い
な
い
。
豪
雨
で
更
に

脆
弱
化
し
て
い
る
。

　

前
回
の
質
問
で
は
所
有

者
の
事
情
を
把
握
し
、
倒

壊
事
故
防
止
に
努
め
る
と

い
う
答
弁
だ
が
、
町
民
に

被
害
が
あ
れ
ば
所
有
者
の

事
情
な
ど
と
言
え
な
い
。

現
在
の
所
有
者
の
認
識
は

ど
う
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

空
家
の
現
状
を
伝
え
助
言
す

る
な
ど
で
34
件
の
危
険
家
屋
が

所
有
者
の
責
任
で
解
体
さ
れ
た
。

指
摘
の
物
件
に
つ
い
て
再
度
手

紙
を
送
り
電
話
で
相
談
す
る
な

ど
の
受
け
答
え
で
解
体
業
者
と

の
契
約
ま
で
進
ん
だ
と
聞
く
。

　

強
制
処
分
で
は
な
く
地
道
な

対
応
で
危
険
防
止
の
努
力
を
す

る
。

再
質
問
（
前
田
議
員
）

　

代
執
行
な
ど
行
政
強
制
は
望

ま
し
く
な
い
。
ま
ず
は
行
政
指

導
だ
が
、
指
導
は
基
本
的
に
は

お
願
い
で
あ
り
、
相
手
に
義
務

を
課
し
権
利
を
制
限
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
限
界
を
感
じ
な

い
の
か
。
連
絡
が
取
れ
な
い
物

件
は
あ
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

所
有
者
は
大
部
分
町
外
在
住

で
、
現
状
把
握
や
近
所
へ
の
迷

惑
を
認
識
し
て
い
な
い
例
が
多

か
っ
た
が
、
個
人
の
責
任
な
ど

説
明
し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
理

解
を
得
て
い
る
。
当
面
こ
の
ス

タ
イ
ル
で
進
め
た
い
。
１
件
把

握
で
き
な
い
が
、
調
査
を
進
め

て
い
る
。

渡
わた

辺
なべ

 年
とし

範
のり

 議員

質
問
（
渡
辺
議
員
）

　

今
回
の
豪
雨
は
、
土
砂
災
害

は
も
ち
ろ
ん
、
床
上
床
下
浸
水

の
被
害
が
多
か
っ
た
。
特
に
垂

水
区
で
は
床
上
浸
水
の
被
害
が

10
件
以
上
に
も
及
ん
だ
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
の
か
。
樋
門
の
管
理
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

　

今
回
は
、
平
成
28
年
の
豪
雨

の
時
よ
り
総
雨
量
は
少
な
い
が
、

連
続
降
水
量
は
３
倍
以
上
で
あ

り
、
２
日
間
に
集
中
し
て
降
っ

た
の
が
原
因
で
あ
る
。

　

日
常
的
な
樋
門
の
開
閉
管
理

は
受
託
者
が
行
い
、
梅
雨
や
台

風
時
に
は
行
政
と
受
託
者
が
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

垂
水
区
の
樋
門
は
通
常
時
大

潮
の
干
潮
時
で
し
か
排
水
で
き

ず
、平
成
30
年
度
で
は
、１
月
・

２
月
・
３
月
・
12
月
の
年
４
回

で
あ
り
、
６
月
・
７
月
に
は
排

水
で
き
な
か
っ
た
。

　

通
常
の
水
位
管
理
は
、
自
動

排
水
に
よ
り
以
前
よ
り
水
位
を

下
げ
て
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ

以
上
下
げ
る
と
悪
臭
の
問
題
も

出
て
く
る
の
で
、
あ
る
程
度
の

降
雨
が
見
込
ま
れ
る
と
き
以
外

は
下
げ
ら
れ
な
い
。

　

今
回
垂
水
区
に
は
、
仮
設
ポ

ン
プ
３
台
（
１
５
０
㎜
２
台
、

１
０
０
㎜
１
台
）、
消
防
ポ
ン

プ
10
台
程
度
で
対
応
し
た
が
、

対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
秋
、
排
水
ポ
ン
プ
を
４

０
０
㎜
か
ら
５
０
０
㎜
に
新
し

く
す
る
の
で
、
以
前
の
1,5
倍
の

排
水
量
に
な
る
。

　

仮
設
ポ
ン
プ
の
購
入
は
、
３

０
０
㎜
以
上
の
も
の
が
必
要
で
、

垂
水
以
外
に
６
箇
所
の
ポ
ン
プ

所
が
あ
る
の
で
、
予
算
的
に
難

し
い
が
、
検
討
す
る
。

問
樋
門
管
理
の
対
応
は

答
水
位
を
下
げ
る
指
示
と
、

仮
設
ポ
ン
プ
を
配
置
し
た



大崎上島町  議会だより9

一　般　質　問

議会傍聴をしてみませんか。
次回の定例会は12月です

日程は町内放送・ホームページで
お知らせします。

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

土
砂
災
害
の
ほ
か
に
低
地

の
浸
水
被
害
が
大
き
か
っ

た
。
47
時
間
連
続
で
４
２

５
㎜
と
い
う
降
水
量
が

あ
っ
た
こ
と
、
小
潮
で
樋

門
の
開
放
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
重
な
っ
た
こ
と

が
原
因
だ
が
、
そ
の
要
因

の
１
つ
に
悪
水
溜
の
容
量

の
問
題
も
あ
る
の
で
は
。

長
年
の
堆
積
に
よ
り
水
深

が
浅
く
な
っ
た
こ
と
、
埋

め
立
て
て
住
宅
地
等
に
変

わ
っ
た
部
分
の
面
積
が
減

少
し
た
こ
と
も
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

軟
弱
地
盤
や
工
法
、
予

算
な
ど
困
難
な
課
題
は
多

い
が
、
悪
水
溜
を
浚
渫
す

る
こ
と
で
被
害
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
検
討

の
余
地
は
あ
る
の
で
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

悪
水
溜
の
容
量
が
大
き
い
ほ

う
が
有
利
な
こ
と
は
事
実
で
、

平
成
21
年
度
に
原
下
川
と
本
郷

川
の
出
口
付
近
の
堆
積
土
を
撤

去
し
た
実
績
が
あ
る
。
そ
の
工

事
で
は
１
，
０
０
０
㎥
の
土
を

撤
去
し
、
９
２
０
万
円
を
支
出

し
て
い
る
。
原
下
地
区
の
ポ
ン

プ
で
は
１
，
０
０
０
㎥
の
排
水

時
間
が
約
11
分
な
の
で
、
ポ
ン

プ
を
設
置
し
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
は
ポ
ン
プ
付
近
の
土
砂
撤

去
を
優
先
す
る
こ
と
で
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

閑
かん

田
だ

 大
だい

祐
すけ

 議員

問
悪
水
溜
の
改
善
検
討
を

答
方
法
を
検
討
・
検
証
す
る

再
質
問
（
閑
田
議
員
）

　

水
深
が
浅
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
、
平
常
時
は
水
位
を
下
げ

す
ぎ
る
と
悪
臭
が
す
る
な
ど
、

常
日
頃
か
ら
課
題
が
あ
る
。
こ

れ
ら
も
含
め
た
解
決
策
と
し
て

浚
渫
を
提
起
し
て
い
る
の
だ
が
。

答
弁
（
町
長
）

　

今
回
の
雨
量
で
は
排
水
量
よ

り
降
水
量
の
ほ
う
が
多
い
。
ど

の
ぐ
ら
い
下
げ
て
お
け
ば
家
屋

が
浸
水
す
る
の
を
遅
ら
せ
ら
れ

る
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

理
論
的
に
で
き
る
と
思
う
の
で
、

浚
渫
の
効
果
も
含
め
て
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
。

中野新開の樋門及びポンプ所
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委員長：閑田大祐　副委員長：渡辺年範
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大
崎
上
島
町
議
会
６
月
定
例

会
以
降
に
開
催
し
た
、
委
員
会

で
の
主
要
な
調
査
、
協
議
事
項

及
び
、
継
続
審
議
し
た
内
容
と

事
業
内
容
の
審
議
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

〇
７
月
豪
雨
災
害

　

西
日
本
各
地
に
大
き
な
被
害

を
出
し
た
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、

被
害
の
状
況
や
国
・
県
の
支
援

策
、
税
や
使
用
料
の
減
免
・
納

期
限
の
延
長
も
含
め
た
支
援
態

勢
、
各
地
区
の
避
難
状
況
、
災

害
ご
み
の
数
量
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の

は
垂
水
地
区
で
、
短
時
間
に
大

量
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
、
小
潮

で
調
整
池
の
水
位
が
下
げ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、

低
地
で
の
浸
水
被
害
が
多
数
を

占
め
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
大
崎
上
島
町
で
は

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
近
年
大
き
な
災
害

が
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
防
災
・
減

災
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

〇 

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況

　

夏
休
み
期
間
ま
で
の
管
理
運

営
状
況
や
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
内

容
・
学
校
と
の
連
携
体
制
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
の
一
般
利
用
に
つ
い
て
の

説
明
も
受
け
ま
し
た
。

〇
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス

　

平
成
16
年
度
、
広
島
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
リ
ビ
ン
グ
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
共
に
暮
ら
せ
る
居
住
空

間
と
し
て
平
成
17
年
５
月
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
利
用
状
況
や
要
望
等

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
広
島

県
と
協
議
し
て
い
ま
し
た
が
、

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
転

用
す
る
方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
。

校
教
育
法
・
平
成
29
年
度
改
正
）

に
よ
り
今
後
の
幼
稚
園
の
あ
り

方
が
示
さ
れ
、
教
育
委
員
会
で

は
こ
れ
に
適
応
す
べ
く
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、教
育
委
員
会
は「
町

立
幼
稚
園
の
今
後
の
方
向
性
」

を
ま
と
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
幼

児
の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
７

月
17
日
と
８
月
20
日
に
説
明
会

を
開
催
、
１
回
目
の
説
明
会
で

統
合
の
方
向
性
が
了
承
さ
れ
た

た
め
、
２
回
目
は
要
望
を
受
け

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
現
在
の
「
木
江
幼
稚

園
」
を
新
た
に
「
大
崎
上
島
幼

稚
園
（
仮
称
）」
と
し
て
、
町

立
幼
稚
園
を
統
合
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
再
編

後
に
町
が
よ
り
一
層
充
実
し
た

幼
児
教
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
町
立
幼
稚
園
再
編

　

少
子
化
が
進
ん
だ
本
町
は
現

在
、町
立
幼
稚
園
２
園
（
木
江
・

大
崎
）
を
含
め
幼
児
施
設
が
４

園
あ
り
ま
す
。
１
学
年
の
総
数

が
40
名
を
下
回
る
な
か
、
文
部

科
学
省
に
お
い
て
法
改
正
（
学
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平
成
30
年
６
月
定
例
会
以
降

の
委
員
会
報
告
を
し
ま
す
。
各

課
か
ら
９
月
定
例
会
で
議
案
と

な
る
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、

主
な
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
の

説
明
を
受
け
て
審
議
を
し
ま
し

た
。

○
主
要
新
規
事
業
の
進
捗
状
況

　

７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

設
計
業
者
、
工
事
施
行
者
と
も

災
害
復
旧
工
事
を
優
先
し
て
お

り
、
橋
梁
修
繕
工
事
１
件
、
町

道
等
整
備
・
改
良
事
業
５
件
が

繰
越
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
の
事
業
も
災
害

復
旧
工
事
が
優
先
さ
れ
、
遅
れ

気
味
で
あ
る
が
、
今
年
度
末
ま

で
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

平
均
受
付
頭
数
は
22
頭
で
す
。

　

施
設
整
備
は
猟
友
会
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
る
予
定
で
す
。

鳥
獣
等
の
洗
い
場
設
置
は
、
施

設
周
辺
の
舗
装
時
に
施
行
し
、

鳥
獣
を
一
時
格
納
す
る
冷
蔵
庫

は
冷
凍
庫
に
変
更
し
、
１
月
下

旬
に
設
置
し
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

の
農
作
物
等
へ
の
被
害
が
増
加

し
て
お
り
、
処
理
施
設
の
利
用

を
推
進
し
、
駆
除
が
進
展
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

○ 

大
串
区
に
建
設
す
る
定
住
促

進
住
宅
の
進
捗
状
況

　

８
月
末
現
在
、
宅
地
造
成
を

完
了
し
、
建
物
工
事
に
入
り
進

捗
状
況
は
９
％
で
予
定
通
り
進

行
し
て
い
ま
す
。
建
物
基
礎
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
終
わ
り
、

建
物
の
立
て
方
工
事
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
工
事
の
実
施
は
大

和
リ
ー
ス
の
一
次
下
請
け
で
、

地
元
建
設
業
者
６
社
が
施
行
し

て
い
ま
す
。

　

４
４
９
６
万
円

・
道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

　

８
８
２
８
万
円

・ 

地
域
再
建
被
災
者
住
宅
等
支

援
事
業

　

４
９
０
万
円

・
海
の
清
掃
廃
棄
物
収
集
運
搬
代

　

45
万
円

・
道
路
施
設
維
持
管
理
費

　

６
６
４
万
円

○ 

大
崎
上
島
町
上
下
水
道
事
業

経
営
審
議
会
の
設
置

　

３
町
合
併
後
15
年
と
な
り
、

上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
設
備

投
資
や
料
金
改
定
等
重
要
な
事

項
を
審
議
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
の
使
用
者
に
中
長

期
的
な
視
点
で
経
営
全
般
に

つ
い
て
議
論
し
て
も
ら
う
た

め
、
新
た
に
設
置
す
る
も
の
で

す
。
審
議
委
員
は
町
議
会
議
員
、

学
識
経
験
を
有
す
る
者
、
関
係

団
体
で
推
薦
す
る
水
道
使
用
者

か
ら
選
ば
れ
た
10
名
で
構
成
し
、

町
長
が
委
嘱
し
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
２
年
で
す
。
な
お
、
設

置
に
関
す
る
条
例
案
は
９
月
定

例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

○ 

捕
獲
鳥
獣
処
理
施
設
の
稼
働

状
況
と
施
設
整
備
へ
の
対
応

　

４
月
よ
り
試
行
を
行
い
、
５

月
１
日
か
ら
猟
友
会
に
委
託
し
、

稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
８
月

末
ま
で
、
１
１
０
頭
受
付
し
、

２
８
７
３
㎏
を
処
理
し
ま
し
た
。

月
平
均
開
設
日
数
は
19
日
で
月

○
豪
雨
災
害
に
関
す
る
補
正
予
算

・ 

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

　

２
０
９
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　

５
５
１
０
万
円

・
農
地
災
害
復
旧
事
業

　

８
７
７
３
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
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質
問

　

野
賀
海
水
浴
場
周
辺
の
整
備
を

回
答

　

全
面
改
修
も
検
討

追
跡

　
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

（
平
成
27
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
）

　

秋
が
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

先
週
は
八
幡
神
社
の
例
大
祭
に

参
加
し
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
無

事
終
え
ま
し
た
。
伝
統
行
事
を

行
う
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

７
月
の
豪
雨
災
害
は
甚
大
な

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
当
町
に
お

い
て
は
、
災
害
に
よ
る
犠
牲
者

が
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し

た
が
、
被
災
者
に
早
急
な
支
援

を
行
い
、
復
旧
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
災
害
復

旧
に
関
す
る
補
正
予
算
を
計
上

し
、
議
会
に
お
い
て
も
臨
時
会
、

定
例
会
に
お
い
て
、
復
興
予
算

案
を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

　

復
興
予
算
が
迅
速
に
執
行
さ

れ
早
期
に
復
興
が
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
議
員
定
数
削
減
の
議
案
を
議

大崎上島町議会
TEL（0846）６５－３１３０（直通）／ FAX（0846）６５－３１１７　　　

〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625-1
URL:http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp/

議
会
広
報
委
員

　

委 

員 

長　

閑
田
大
祐

　

副
委
員
長　

水
橋
直
行

　

委　
　

員　

上
青
木
至

　
　
　
　
　
　

尾
尻
康
二

　
　
　
　
　
　

越
田
賢
一

　
　
　
　
　
　

森
若　

巌

員
提
案
に
よ
り
発
議
し
ま
し

た
。
２
年
後
の
一
般
選
挙
よ
り

議
員
定
数
を
現
行
の
12
名
よ
り

２
名
削
減
し
、
10
名
と
す
る
も

の
で
す
。
人
口
も
減
少
し
て
お

り
、
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
議

員
数
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
が
多
数
で
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
我
々
議
員
は
次

回
選
挙
に
お
い
て
は
、
定
数
削

減
に
よ
り
、
支
持
者
を
増
や
す

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
切
磋
琢

磨
し
、
町
民
の
皆
様
の
支
持
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
、
町
民
の
代
弁
者
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

 

（
Ｏ
・
Ｙ
）

そ
の
後
の
経
過

　

順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
、

排
水
不
良
は
、
排
水
桝
の
改
修

と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
老

朽
化
し
た
停
留
所
施
設
は
、
駐

車
場
の
改
修
や
身
障
者
用
ト
イ

レ
も
含
め
た
ト
イ
レ
の
整
備
と

眺
望
を
楽
し
め
る
展
望
デ
ッ
キ

を
設
置
し
て
、
訪
れ
た
方
が
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
環
境
を
整

え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
利
用
し
て
も
ら
え

る
施
設
や
環
境
の
整
備
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
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